
町の人口

●１階ロビー

美術コーナー①	 ３月４日から３月31日まで

切り絵「城」ほか
  川村和弘さん（菖蒲）

美術コーナー②	 ３月７日から５月８日まで

「きずな会作品展」
  脳卒中のリハビリに努力している皆さんと
  ボランティアのかたの手づくり作品を展示します。

●１階フロアー	 ２月に引き続き３月31日まで

書　殿岡しづさん（荒砥甲）の書です

●文化実習室 特別展

「荒砥高校美術部美術科作品展」
  ▼いつ   ２月26日から３月２日まで

「第22回県展入賞入選作品展」
  ▼いつ   ３月５日から13日まで  書道
  ３月14日から20日まで  絵画・写真・彫刻・工芸

3,10,17,24,31

人口	 16,390人（－10）
　男	 	 7,995人（＋１）
　女	 	 8,395人（－11）
世帯	 	 4,733戸（±０）
　（　）は前月との比較

２月１日現在

３月の業務時間延長日
3
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●鮎貝地区公民館ギャラリー
（開催日：月〜土曜日）
「あゆかい保育園小さな作品展」
（２月29日まで）
「太平洋戦争・昭和史の展示」
太平洋戦争の様子などを中心に記録し
た貴重な冊子を展示します。
〔資料所有  渡辺与四郎さん（鮎貝）〕
（３月３日から31日まで）

▲切り絵「城」

ギャラリーあんない

▲昨年の県展入賞入選作品展　

平成20年度の中央公民館の使用について
３月５日（水）より、平成20年度前期分（４月１日〜９月30日）の中央公民館各施設の使用予約を受け付けます。

■申込・問い合わせ  中央公民館（☎85―6143）



▼
い
つ 

２
月
24
日
（
日
）

 
 
 
 

午
前
10
時
〜
昼
12
時
30
分

▼
ど
こ
で 

白
鷹
町
営
ス
キ
ー
場

▼
内
容

•

お
楽
し
み
抽
選
会
（
随
時
）

•

牛
乳
サ
ー
ビ
ス
（
随
時
）

•

み
か
ん
拾
い
（
10
時
30
分
）

•

餅
つ
き
大
会
（
11
時
30
分
）

＊
餅
ト
レ
ー
代
１
０
０
円
を
ご
協
力

く
だ
さ
い

※
ま
つ
り
開
催
時
間
中
（
昼
12
時
30

分
ま
で
）、リ
フ
ト
料
金
が
無
料
と
な

り
ま
す
。

※
交
通
の
妨
げ
に
な
る
駐
停
車
は
ご

遠
慮
く
だ
さ
い
。
駐
車
場
係
員
の
支

持
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
主
催

白
鷹
ス
キ
ー
場
ま
つ
り
実

行
委
員
会

■
問
い
合
わ
せ

白
鷹
ス
キ
ー
セ
ン

タ
ー（
☎
87―

２
４
５
６
）
ま
た
は

実
行
委
員
長
（
☎
85―

０
９
２
０
）

白
鷹
山
麓
の
風
土
が
育
ん
だ
白
鷹

そ
ば
で
す
。
７
人
の
そ
ば
打
ち
名
人

が
手
打
ち
し
た
こ
だ
わ
り
の
味
を
ご

賞
味
く
だ
さ
い
。

▼
い
つ

３
月
２
日
（
日
）
午
前
10

時
〜
午
後
３
時

▼
ど
こ
で

土
里
夢
館
（
畔
藤
）

▼
料
金

一
食
６
０
０
円

▼
品
種

で
わ
か
お
り

▼
主
催

白
鷹
町
そ
ば
の
里
づ
く
り

振
興
会

■
問
い
合
わ
せ

Ｊ
Ａ
山
形
お
き
た

ま
白
鷹
青
果
物
流
通
セ
ン
タ
ー
（
☎

85―

５
１
５
９
）

平
成
20
年
度
の
使
用
に
つ
い
て
使

用
調
整
会
議
を
開
催
し
ま
す
。
使
用

を
希
望
す
る
団
体
の
代
表
の
か
た
は

必
ず
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

使
用
実
績
の
あ
る
団
体
に
は
既
に

通
知
し
て
い
ま
す
。
新
規
団
体
に
つ

い
て
は
申
請
書
類
な
ど
を
お
渡
し
し

ま
す
の
で
、
２
月
28
日
（
木
）
ま
で

教
育
委
員
会
あ
て
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

な
お
、
使
用
料
は
１
回
５
０
０
円

で
す
（
ス
ポ
少
等
以
外
の
団
体
）。

▼
い
つ

３
月
４
日
（
火
）

▼
ど
こ
で

中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

■
問
い
合
わ
せ

教
育
委
員
会
生
涯

学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
推
進
係
（
☎
85—

６
１
４
７
）

主
要
地
方
道
長
井
大
江
線
の
鮎
貝

地
内
の
工
事
に
伴
い
、
１
月
か
ら
町

営
さ
く
ら
バ
ス
は
迂
回
運
行
を
行
っ

て
い
ま
す
。

当
工
事
に
つ
い
て
は
計
画
通
り
進

ん
で
い
ま
す
が
、
よ
り
安
全
な
通
行

を
目
指
す
た
め
、
工
事
の
状
況
を
み

な
が
ら
、
中
型
車
以
上
の
通
行
を
再

開
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
町
営
さ
く
ら
バ
ス
に

つ
き
ま
し
て
も
、
迂
回
運
行
期
間
を

当
初
の
「
２
月
29
日（
金
）ま
で
」
か

ら
「
３
月
10
日（
月
）ま
で
」
に
延
長

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

総
務
政
策
課
政
策

企
画
係
（
☎
85―

６
１
２
３
）

新
し
い
住
民
情
報
シ
ス
テ
ム
の
稼

働
に
伴
い
、
住
民
票
、
印
鑑
証
明
書
、

身
分
証
明
書
、
転
出
証
明
書
な
ど
各

種
証
明
書
の
レ
イ
ア
ウ
ト
が
２
月
25

日
発
行
分
よ
り
変
更
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
軽
自
動
車
の
登
録
・
廃
車
に

係
る
証
明
書
も
変
更
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
手
数
料
は
こ
れ
ま
で
と
同
様

で
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

町
民
税
務
課
戸
籍

年
金
係
（
☎
85―
６
１
２
９
）

非
行
や
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
が
、

再
び
社
会
の
一
員
と
し
て
立
ち
直
る

こ
と
を
助
け
る
団
体
が
全
国
各
地
に

組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。

白
鷹
町
更
生
保
護
女
性
会
は
現
在

会
員
36
人
で
、
保
護
司
の
か
た
と
一

緒
に
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
や
研

修
会
、
独
自
事
業
と
し
て
街
頭
キ
ャ

ラ
バ
ン
、
ミ
ニ
集
会
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。

本
会
の
趣
旨
に
賛
同
さ
れ
る
女
性

の
か
た
（
賛
助
会
員
は
男
性
も
可
）

の
ご
入
会
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
会
費

•

会
員

年
２
０
０
０
円

•

賛
助
会
員

年
一
口
１
０
０
０
円

■
問
い
合
わ
せ

白
鷹
町
更
生
保
護

女
性
会
会
長

奥
山
清
子
（
☎
85―

３
８
４
１
）

■
連
絡
取
扱
先

健
康
福
祉
課
福
祉

係
（
☎
86―

０
１
１
１
）

▼
い
つ

３
月
２
日
（
日
）

　
　
　
　
午
後
１
時
〜

▼
ど
こ
で

荒
砥
小
学
校
体
育
館

▼
参
加
資
格
一
般（
高
校
生
除
く
）

▼
種
目

混
成
（
１
チ
ー
ム
女
子
２

人
以
上
。
女
子
の
み
も
可
。）

▼
参
加
料

１
チ
ー
ム
１
０
０
０
円

▼
締
め
切
り

２
月
27
日
（
水
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ

白
鷹
町
イ

ン
デ
ィ
ア
カ
協
会
／
守
谷
（
☎
・
Ｆ

Ａ
Ｘ
85—

３
１
５
４
）

会
員
が
、
合
鴨
農
法
に
よ
る
田
植

え
か
ら
稲
刈
り
、
酒
仕
込
み
、
酒
し

ぼ
り
を
自
ら
の
手
で
行
い
、
そ
の
結

晶
が
純
米
大
吟
醸
蔵
人
考
と
い
う
お

酒
に
な
り
ま
す
。
素
人
が
手
探
り
で

米
や
酒
を
つ
く
り
あ
げ
る
楽
し
さ
を

体
験
で
き
ま
す
。

▼
い
つ

３
月
22
日
（
土
）
午
後
１

時
30
分
〜
４
時
30
分

▼
ど
こ
で

加
茂
川
酒
造
酒
蔵
内

▼
蔵
出
し
会
費

５
０
０
０
円
＋
年

会
費
１
０
０
０
円
（
未
納
者
の
み
）

▼
内
容

酒
し
ぼ
り
作
業
、
新
酒
パ

ー
テ
ィ

＊
「
割
烹
ひ
さ
ご
」
と
世
田
谷
深
沢

「space5wattsCafe

」
の
白
鷹

の
食
材
に
こ
だ
わ
っ
た
「
和
・
フ

レ
ン
チ
」
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

＊
ス
テ
ー
ジ
ゲ
ス
ト
は
「
赤
色
エ
レ

ジ
ー
」
あ
が
た
森
魚
さ
ん
で
す
。

▼
締
め
切
り

３
月
14
日
（
金
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ

し
ら
た
か

平
成
蔵
人
考
事
務
局
／
太
田
（
☎
０

２
３―

６
４
５―

７
８
２
２
・
Ｅ
メ

ー
ルot@m

icrobridge.jp

）

ちょうりじょうゆうびん
〜おしらせ版〜

　平成 19年度も、もうすぐ終わります。３月は給食回数が少なく、
本当にあっという間に過ぎていく感じですが、勉強と同じように、
給食にとっても１年のまとめの月。配膳や食事のマナー、食べ物
の栄養について、 この１年で学んだことを思い出しながら給食を
食べてもらいたいと思います。
　３月はお楽しみも盛りだくさんです。３日のひな祭りには、白
鷹町のお葉子屋さんから、 どりいむ農園のいちごを使った「いち
ご雛

びな

」をつくっていただきます。 学校給食のためだけにつくって
いただく特製品です。 また、卒業、進級の時期なので、縁起をか
ついだ減農薬いよかん（良い予感）、すだちゼリー（巣立ち）など
も計画しています。中学校３年生は学校給食最後ということで、
調理場からも調理師さん手づくりのデザートをプレゼントする予
定です。町の人たちみんなが、自分たちの成長を喜んでいること
を子どもたち自身が感じてくれたらうれしいですね。

今月のおらほの食材
大豆・ほうれん草・長ねぎ

【３月の学校給食献立表】
３ 4 ５ ６ ７ 10
月 火 水 木 金 月
◎
ひ
な
祭
り
献
立　
桜
ち
ら
し
ご
は
ん

豚
肉
の
竜
田
揚
げ　
３
色
ご
ま
和
え

す
ま
し
汁　
い
ち
ご
雛
（
町
の
お
菓
子
屋
さ
ん
）

ご
は
ん	

さ
ば
の
味
噌
煮

き
ん
ぴ
ら
ご
ぼ
う	

た
け
の
こ
汁

（
荒
砥
小
６
年
生
バ
イ
キ
ン
グ
給
食
別
献
立
）

ソ
フ
ト
フ
ラ
ン
ス
パ
ン	

チ
キ
ン
の
カ
レ
ー
ソ
ー
ス
か
け

コ
ー
ル
ス
ロ
ー
サ
ラ
ダ	

か
に
玉
ス
ー
プ

ピ
ー
ナ
ツ
ク
リ
ー
ム

ご
は
ん	

あ
じ
の
お
ろ
し
煮

調
理
場
の
さ
っ
ぱ
り
即
席
づ
け

豚
汁	

減
農
薬
い
よ
か
ん

そ
ぼ
ろ
ど
ん
ぶ
り	

野
菜
の
か
ら
し
和
え

大
根
と
え
の
き
の
み
そ
汁

（
東
中
3
年
生
に
卒
業
お
祝
い
手
づ
く
り
デ
ザ
ー
ト
）

ご
は
ん	

ち
く
わ
の
磯
風
味
揚
げ

カ
ミ
カ
ミ
サ
ラ
ダ	

中
華
ス
ー
プ	

納
豆

11 12 13 14 17
火 水 木 金 月
ご
は
ん	

ほ
っ
け
一
夜
干

焼
き
肉
じ
ゃ
が	

わ
か
め
の
み
そ
汁

巣
立
ち
ゼ
リ
ー

食
パ
ン	

和
風
ハ
ン
バ
ー
グ

ス
パ
ゲ
ッ
テ
ィ
ナ
ポ
リ
タ
ン

春
野
菜
の
ス
ー
プ	

り
ん
ご
ジ
ャ
ム

ポ
ー
ク
カ
レ
ー	

鶏
肉
の
レ
モ
ン
漬
け

海
藻
サ
ラ
ダ	

無
着
色
福
神
漬

肉
ど
ん
ぶ
り	

ほ
う
れ
ん
草
の
ご
ま
み
そ
和
え

厚
揚
げ
と
さ
と
い
も
の
み
そ
汁

（
西
中
３
年
生
に
卒
業
お
祝
い
手
づ
く
り
デ
ザ
ー
ト
）

わ
か
め
ご
は
ん

鱈
の
た
ら
こ
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
焼
き

中
華
サ
ラ
ダ	

白
菜
の
み
そ
汁

☆このほか毎日牛乳１本が付きます。

町
営
バ
ス
の
迂う

回か
い

運
行
期
間

の
延
長
に
つ
い
て

第
26
回
白
鷹
ス
キ
ー
場
ま
つ
り

住
民
票
な
ど
の
証
明
書
の

様
式
が
変
わ
り
ま
す

町
民
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
大
会

参
加
チ
ー
ム
募
集

白
鷹
町
更
生
保
護
女
性
会

会
員
募
集

学
校
体
育
施
設
等
使
用
調
整

会
議

蔵
人
考
蔵
出
し
参
加
者
募
集

白
鷹
そ
ば
祭
り

お
し
ら
せ

2



◇
請
求
手
続
き
を
未
だ
な
さ
れ
て
い

な
い
か
た
へ

請
求
期
限
ま
で
あ
と
１
月
と
な
り

ま
し
た
。
未
申
請
の
か
た
は
、
お
早

め
に
お
手
続
き
く
だ
さ
い
。

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
遺
族
で
、

平
成
17
年
４
月
１
日
に
お
い
て
、
公

務
扶
助
料
や
遺
族
年
金
な
ど
を
受
け

る
か
た
が
い
な
い
場
合
に
、
特
別
弔

慰
金
と
し
て
額
面
40
万
円
、
10
年
償

還
の
記
名
国
債
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

▼
支
給
対
象

対
象
と
な
る
遺
族
は
、
次
の
順
番

に
よ
る
先
順
位
の
遺
族
お
一
人
で
す
。

１
．
弔
慰
金
の
受
給
権
者

２
．
戦
没
者
等
の
子

３
．
戦
没
者
と
生
計
関
係
を
有
し
て

お
り
、
か
つ
、
戦
没
者
等
と
姓
が
同

じ
で
あ
る
①
父
母
、
②
孫
、
③
祖
父

母
、
④
兄
弟
姉
妹

４
．
上
記
３
以
外
の
①
父
母
、
②
孫
、

③
祖
父
母
、
④
兄
弟
姉
妹

５
．
上
記
１
か
ら
４
以
外
の
ご
遺
族

で
、
戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き

続
き
１
年
以
上
生
計
関
係
を
有
し
て

い
た
三
親
等
内
の
親
族

▼
請
求
期
限

平
成
20
年
３
月
31
日

■
問
い
合
わ
せ

健
康
福
祉
課
福
祉

係
（
☎
86―

０
１
１
１
）

▼
募
集
職
種

薬
剤
師
（
若
干
名
）

▼
採
用
予
定
日

平
成
20
年
４
月
１

日▼
受
験
資
格

昭
和
53
年
４
月
２
日

以
降
に
生
ま
れ
、
薬
剤
師
の
免
許
を

有
す
る
か
た
、
ま
た
は
平
成
20
年
６

月
30
日
ま
で
に
取
得
見
込
み
の
か
た

▼
試
験
日

３
月
15
日
（
土
）

▼
受
付
締
め
切
り

３
月
３
日（
月
）

（
消
印
有
効
）

▼
試
験
種
目

教
養
、
作
文
、
面
接

▼
受
験
手
続

受
験
案
内
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

▼
受
験
案
内
・
申
込
用
紙
の
交
付

組
合
事
務
局
総
務
課
（
公
立
置
賜
総

合
病
院
内
）、
長
井
市
・
南
陽
市
・
川

西
町
・
飯
豊
町
の
総
務
担
当
課
な
ど

■
問
い
合
わ
せ

置
賜
広
域
病
院
組

合
事
務
局
（
公
立
置
賜
総
合
病
院
内

•

☎
０
２
３
８―

46―

５
０
０
０
）

地
域
人
口
の
減
少
や
公
共
交
通
機

関
離
れ
な
ど
が
続
い
て
お
り
、
経
営

状
況
は
極
め
て
厳
し
く
危
機
的
な
状

況
で
す
。
長
井
線
は
地
域
に
ど
の
よ

う
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
か
、

今
後
の
存
続
に
は
今
何
を
す
べ
き
な

の
か
、
と
こ
と
ん
議
論
し
ま
す
。

▼
い
つ

３
月
14
日
（
金
）
午
後
３

時
30
分
〜
（
開
場
午
後
３
時
〜
）

▼
ど
こ
で

タ
ス
パ
ー
ク
ホ
テ
ル

▼
入
場
料

無
料

▼
定
員

１
０
０
人
程
度

＊
参
加
を
希
望
の
か
た
は
、
事
務
局

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
出
席
者

•

志
賀
秀
一
さ
ん
（
株
式
会
社
東
北

地
域
環
境
研
究
室
）

•

村
上
玉
樹
さ
ん
（
国
土
交
通
省
東

北
運
輸
局
次
長
）

•

内
谷
重
治
長
井
市
長

▼
締
め
切
り

３
月
12
日
（
水
）

■
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

フ
ラ
ワ

ー
長
井
線
利
用
拡
大
協
議
会
事
務
局

（
☎
84―

２
１
１
１
）

▼
い
つ

３
月
８
日
（
土
）
９
日

（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

▼
ど
こ
で

山
形
ビ
ッ
グ
ウ
イ
ン
グ

※
相
談
無
料
（
秘
密
厳
守
）

■
問
い
合
わ
せ

山
形
県
社
会
福
祉

士
会
事
務
局
（
☎
０
２
３―

６
１
５

―

６
５
６
５
）

白鷹町では最上紅花が400年ほど前より栽培され、最
上川舟運時代は置賜最大の生産地であったと、上杉家文
書に記されています。現在でも県下一の栽培面積、生産
量を誇ります。
さらに町内を紅花で彩り、生産向上を目指すため、紅
花の育て方や花摘みについての研修会を開催します。ぜ
ひ、ご参加ください。
▼いつ  ２月28日（木）午後１時30分〜
▼どこで  中央公民館１階いこいの間
▼内容
・最上紅花のこと、花摘みのこと
・紅花の栽培のしかた など
＊参加費は無料です。どなたでもご参加いただけます。

○今年も７月に「花摘み応援隊」を募集します（予定）
昨年は花摘み応援隊に延べ128人の参加をいただき、
約104㌔グラムの生花、9.7㌔グラムの紅花加工品を出荷
することができました。今年も募集します。
○花摘料金  生花で1300〜 1500円／kg（検討中）
○花摘時期  ７月中旬〜

■研修会の申込・問い合わせ
白鷹町観光協会（☎86―0086）
産業振興課観光交流係（☎85―6126）

図書館だより

■わたしが薦める１冊の本
図書館協議会委員	 樋口康男

第 251回 おはなしの会
３月１日		土曜日		午前 10 時より　場所　図書館

楽しいおはなし会を行います。
みなさんでおいでください。

■３月の休館日　３．10．16．24．31 日

「かばいばあちゃんの勇気がわく 50の言葉」
島田洋七  徳間書店

「本を開く。その本独特のかおりが漂ってくる。期待に胸が
ふくらむ。至福の一瞬である。」という言葉に出会ったとき、
そんな本にめぐり会いたいなあと思っていました。この本は、
わたしの狭い考えを広げてくれました。わたしの、子どもを
見る目を優しくしてくれました。落ち込んだり、悩んだりし
たときに、勇気を与えてくれました。この本からは、かばい
ばあちゃんの、おおらかにたくましく生きる知恵や勇気が
漂ってきます。

■今月の新刊 ここに掲載しているものは一部です。
町ホームページでも紹介しています。

書　　　名 著者名 出 版 社
いのちの木を植える 岡田	 卓也 マガジンハウス
母べえ 野上	 照代 中央公論新社
暗闇のヒミコと 朔	 	 立木 光文社
心の貌（こころのかたち） 柳田	 邦男 文芸春秋
５年３組リョウタ組 石田	 衣良 角川書店
自然とかがくの絵本総解説 赤木かん子	編 自由国民社
実践ギター・コードアレンジ術 四月朔日義昭
白畑孝太郎 永幡	 嘉之 無明舎出版
白暗淵（しろわだ） 古井	 由吉 講談社
新型インフルエンザＨ5ＮⅠＩ 岡田	 晴恵 岩波書店
たすけ鍼 山本	 一力 朝日新聞社
月芝居 北	 	 重人 文芸春秋
めぐみへ横田早紀江	母の言葉 横田早紀江 草思社
靖国への帰還 内田	 康夫 講談社
連動して発生する巨大地震 ニュートンプレス
どこかの畑の片すみで 山形在来作物研究会 ･編
土にいのちの花咲かそ 加藤登紀子 サンマーク出版
森の楽しみ 柿崎ヤス子 創森社

紅花栽培研修会
〜最上紅花の里をめざして〜

第
８
回
戦
没
者
等
の
遺
族
に
対

す
る
特
別
弔
慰
金
に
つ
い
て

置
賜
広
域
病
院
組
合
職
員

採
用
試
験

わ
が
マ
チ
列
車
フ
ラ
ワ
ー
長

井
線
を
本
音
で
語
る
集
い

成
年
後
見
、
福
祉
と
法
律

の
無
料
相
談
会
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町のホームページ
　http://www.town.shirataka.yamagata.jp



お母さんとお子さんの健康を守るために、
妊婦さん全員に交付しています。
●随時交付しますが、保健師が留守の場合
がありますので事前に電話などでご連絡
ください。
●場所：健康福祉センター

●日程

●会場  健康福祉センター
●内容と受付時間
３カ月児 ••••昼 12 時 30 分〜１時
９カ月児 ••••午後１時〜１時 20分
１歳６カ月児 ••午後１時〜１時 55分
●持ち物
　母子健康手帳、バスタオル、問診票（事
前に配布）、３カ月児健診のかたは予防接
種予診票

●注意
＊問診票と母子健康手帳の「保護者の記録」
を必ず記入しておいでください。
＊待ち時間を少なくするため受付時間をず
らしていますので、ご協力ください。

＊１歳６カ月児健診は郵送する問診票で指
定された時間においでください。

＊お子さんが、当日具合が悪かったり、１
週間以内に人にうつる可能性のある病気
（みずぼうそう、インフルエンザ、突発
性発疹、とびひなど）にかかったりした
ときは事前に電話などでご連絡ください。

  小児マヒ予防のため接種を行っています。
●期日  ３月 14日（金）
●受付時間  午後１時〜１時 20分
●会場  健康福祉センター
●対象
１回目を受けるかた
  …平成 19年６月〜７月生まれ
２回目を受けるかた
  …平成 18年 11 月〜 12月生まれ

＊対象以外のお子さんで接種を希望される
かたは事前にご連絡ください。

●持ち物  母子健康手帳、予防接種予診票

●期日  ３月７日（金）

●時間  昼 12 時 50 分〜午後４時
●対象  平成 20年４月〜７月に出産予定
のかた
●会場  健康福祉センター
●内容  赤ちゃんの保育と栄養、お風呂の
入れ方、呼吸法、子育てと家族の役割な
ど

●持ち物  母子健康手帳交付時の資料と前
期の資料

●申し込みは３月５日（水）まで、お電話
でお願いします。

●期日  ３月 13日（木）
●時間  午前９時 30分〜 11時 30 分
●対象  離乳食を学びたいかた
●内容  離乳食の進め方、調理実習、試食
と懇談

●参加費   200 円（調理実習費）
●持ち物  母子健康手帳、エプロン、三角
巾、筆記用具

●保育  お子さんと一緒に参加できます。
希望されるかたは申し込み時にご予約く
ださい。
●申し込みは３月11日（火）まで、お電話
でお願いします。

母子健康手帳交付時、両親学級や赤ちゃ
ん健診などで通訳をお願いすることができ
ます。必要なかたは事前にご連絡ください。

【すこやか子ども何でも相談】
お子さんの健康や育児のことなど、どん

な小さなことでも一人で悩まず、ご相談く
ださい。
【健康相談】
赤ちゃんからお年寄りまで、体や心の健

康に関すること全般
＊保健師、栄養士が相談をお受けします。

健康づくりのための体操教室です。メタ
ボリックシンドローム予防のため、ぜひご
参加ください｡
●日時  ３月４日（火）18日（火）
昼の部  午後１時 30分〜３時
夜の部  午後７時〜８時 30分

●内容  筋力アップ体操、肩こり・腰痛・
膝痛予防解消体操ほか

●申込・問い合わせ  健康福祉課健康推進
係（☎ 86―0210）まで随時

子育て支援センター
3 月のあそび広場

　（時間 午前9時30分〜 11時30分）
【赤ちゃん広場（火曜日）】
▼会場 健康福祉センター
　４日、11日、18日、25日

【すこやかあそび広場】
▼会場　健康福祉センター
　６日、13日、17日、27日、31日
▼会場　鮎貝地区公民館（金曜日）
　７日、14日、21日、28日

【地区広場（月曜日）】
　３日 蚕桑地区公民館
　10日 東根地区公民館
　24日 萩野ふれあい館

【午後の広場】
▼会場　健康福祉センター「希望の間」
▼時間　午後１時〜３時
　17日、31日

＊17日は「お別れ会」を行います。
【相談日】
　個別に相談があるかたはおいでください。
▼日時　毎週火、木曜日午後１時〜４時
▼会場　健康福祉センター

■問い合わせ　健康福祉課
　子育て支援センター（☎86―0212）

生活相談所の相談日
３月５日㈬
３月 12 日㈬
３月 19 日㈬
３月 26 日㈬

弁護士相談並びに一般相談
一般相談
一般相談
一般相談

▼会場：老人福祉センター
▼時間：午前 10時から午後３時まで
▼弁護士：安部　敏さん
＊弁護士相談は前日まで要予約、午後１時
35分から３時 35分まで。相談は無料。

■問い合わせ
白鷹町社会福祉協議会（☎ 86―0150）

月　日 健　診 対　象

３月５日㈬ ３カ月児 平成19年11月生まれ
９カ月児 平成19年５月生まれ

３月 12日㈬ １歳６ヵ月児 平成18年６月６日　〜７月31日生まれ

「結婚相談室」の開設
▼いつ　３月18日㈫午後１時〜５時
▼どこで　老人福祉センター
▼相談料　無料
＊事前に連絡があれば、相談時間など調 
整します。プライバシー厳守。

■問い合わせ
　産業振興課商工振興係（☎ 85―6136）

農業委員会のお知らせ

●３月の農業委員会総会開催日
　　　　３月 25日㈫
●農地法関係の申請締め切り日
　　　　３月 10日㈪
■問い合わせ
　農業委員会農地調整係（☎ 85―6128）

3 月
母子健康手帳の交付

赤ちゃん健診

らくらくスマイル教室を開催しています！

日本語の通訳が必要なかたへ

各種相談

離乳食教室

ポリオ予防接種

両親学級（後期）

広報しらたかおしらせ版 □編集・発行 白鷹町総務政策課 山形県西置賜郡白鷹町大字荒砥甲833 ☎0238（85）2111 ＦＡＸ0238（85）2128 E-mail:soumuseisaku@so.town.shirataka.yamagata.jp

■問い合わせ 健康福祉課健康推進係（☎86―0210）
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